
個人、団体からの来信 2015年10月18日
山形恵みキリスト教会より、領収証と週報／東京基督教大学より、領収証と献金感謝状／

2015年10月18日 第一礼拝(8:00～) 第二礼拝(午前10:30～) 夕拝（午後7:30～） 新発田キリスト教会より、教会バザーの案内（10/25主日 12時30分～15時）／
学園デーのオープニングにおける有志の賛美について連絡ＦＡＸ（11/1主日 新潟福音教会にて）

先 週 の 集 会 出 席 者 数

10/11(日) (教会学校)
幼児男子－ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 子ども 成人男性－
幼児女子－ 小学女子１ 中学女子－ 高校女子－ 1名 成人女性２

※バザー準備のため、ＣＳと第一礼拝は休会 ※月に一回、実用書道教室を開催。
10/11(日) 特別礼拝 男11 女23 計34 子６ 10/12(月) 月曜家庭集会 （休会）

バザー来会 大人59 小学生以下11 10/14(水) 阿賀野祈祷会 男３ 女５ 計８
４/29 夕 拝 男１ 女１ 計２ 10/16(金) しゃべり場タビタ 男－ 女３ 子１
(水･祝) 10/16(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女３ 計３

諸 集 会 の ご 案 内

10/12(月･祝) ※月に一回、実用書道教室を開催
10/19(月) 午後8:00 月 曜家庭 集会 山崎岩雄兄宅
10/21(水) 午後7:30 新潟山形僚祷会 教会堂 司 会：笹川 清子姉
10/23(金) 午後1:30 しゃべり場タビタ 渡辺智子姉宅 問合先：渡辺 智子姉
10/23(金) 夜 金 曜 祈 祷 会 教会堂
10/25(日）聖霊降臨節第23週
第一礼拝 司 会

：近 伸之牧師
音 響

：片山 勝三兄
聖餐準備：担当役員

午前8：00 説 教 献 金 配 餐：横堀 正美兄
教会学校

担 当：小林 洋子姉
午前9：00

第二礼拝 司 会：山崎 敬典兄 音響・録音：片山 勝三兄 感謝祈祷：横堀 正美兄
午前10：30 集 会：横堀 信子姉 奏 楽：近 ゆかり姉 配 餐：堀 正美兄

小川 栁子姉 奏 楽：横山 洋平兄 掃 除：笹川 清子姉
録 画：近 伸之牧師

開会：９ 感謝：266
司 会：近 伸之牧師 映像・音響：横堀 正美兄 Ｃ Ｓ：片山 初子姉 応答：220 頌栄：61 派遣：54

集 会：笹川 清子姉 奏 楽：横山 洋平兄 カナン司会：横堀 信子姉 午後の予定 賛美練習 午後2:00 賛美指導：木南明子先生
横堀 信子姉 録 画：山崎 敬典兄 掃 除：佐藤 鈴子姉

配 餐：横堀 正美兄 夕拝 午後7:30 司会・説教：近 伸之牧師

報 告

１．本日の予定

主日礼拝の恵みを感謝します。この後は昼食をいただき、午後にはカナン訪問を行います。

２．宣教区の活動のため

今週20日（火）午前１０：００より、新潟福音教会において宣教区講演会の感謝会が行われます。また、

午後１：３０より同じく新潟福音教会において宣教区の教師会が行われます。それぞれの話し合いが守ら

れ、有益な時となりますようにお祈りください。

３．先週の来会者（10/11主日）

礼拝とバザーに参加：飯島直子さん、井上暁希兄（敬和高1年）、高橋 禮さん、山崎 忍さん

説 教 メ モ

１．一人息子を失ったこのやもめ（未亡人）の悲しみは、常人が慰めうるものではなかった。しかし人々が距

離をおこうとするような葬列に、イエスだけは近づき、あろうことか棺に手をかけて葬列を止めた。私たちは

霊的な意味で、イエスの行動を模範としたい。キリスト者は死への恐れと、死を口にすることへの忌避から

解放された者である。死にゆく者にはっきりと永遠のいのちを伝えることができる、唯一の人々である。

２．私たちが手をかけるべき「棺」に入っているのは、死んだ者とは限らない。心を頑なにして聞こうとしない

周囲の人々かもしれない。あるいは自分自身が、触れようとしない過去のトラウマかもしれない。手をかけ

なければ傷つかない。関わらなければ無力さに自らを責めることもない。だが手をかけなければ、何も変

わらず、福音の力は画餅に終わってしまう。イエスの後に従い、私たちもそれぞれの棺に駆け寄りたい。

前 奏 奏 楽 者

‥‥‥‥‥‥‥‥招きのみことば 『ローマ人への手紙』９章３１－３４節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※開 会 の 賛 美 新聖歌８「七日の旅路」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※信 仰 告 白 「使徒信条」（新聖歌p.826） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 賛 美 新聖歌２６５「世人の咎のために」 一 同
よ びと とが

‥‥‥聖 書 朗 読 『ルカの福音書』７章１１－１７節（新約122頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖 書 黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥説 教 「葬列は止まった」 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応 答 の 賛 美 新聖歌２１１「天なる喜び」 一 同
あめ よろこ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 献 金 （新聖歌５５） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 横堀 信子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 案 内 （来信および集会案内） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 （来会者紹介および報告） 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌６０「天地こぞりて」 一 同
あめつち

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派 遣 の 賛 美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

※後 奏 （新聖歌５９－８）

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立お願いします）

聖霊降臨節第22週 主日礼拝



旧約聖書の『詩篇』１０３篇にこういうことば

があります。

わがたましいよ。

主をほめたたえよ。

主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな。

ドイツの文豪ゲーテは、「人間にとって恩を忘

れることほど悪いことはない」と言ったそうです。

「私は何も悪いことはしたことがない。こういうこ

とも、ああいうこともしたことがない、ということに

まさって、“恩を忘れる”ということは、一番の悪

の根源なんだ」ということだそうですが、そうか

もしれません。

つい自分一人で何かをしたかのように考え

たりして、人からしてもらった恩もそうですが、

神さまが私たちに与えてくださった数々の恩、

恵み、祝福、助けなどを、つい忘れてしまいま

す。「主の良くしてくださったことを何一つ忘れ

るな」とのことばを、いつも覚えたいと思います。

私たちはしばしばいろいろなことを忘れてし

まいますが、神さまは何一つお忘れになること

はありません。もし神さまがお忘れになったら、

大変なことになります。

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

☆24時間テレホン『でんわ世の光』 025（272）3592

ユーオーディア管弦楽団・合唱団

10/2４（土）「星野富弘の世界を歌う」柳瀬 洋さん（左）、土井康司さん（右））
メッセージ：原田憲夫

前週に引き続き、「第２２回 ユーオーディア賛美の夕べ」を紹介し
ます。２回目は、詩画作家・星野富弘さんの詩画の世界「いのちより
大切なもの」を新たに合唱組曲として作曲した土井康司さんにお話
を伺うとともに、演奏をお届けします。

Broadcast for Expanding Gospel into Niigata 私たち豊栄キリスト教会は、

BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 『ライフ・ライン』の協力教会です。

「恵みを忘れず」 村上宣道 （『ライフ・ライン』メッセージ集より）

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

ホームページ： http://www.toyosakakyokai.com

電子メール： info@toyosakakyokai.com

ブログ： http://toyosakakyokai.seesaa.net

“もし神が忘れたら”という詩があります。

神がこの世界を忘れたら

たった一日でも忘れたら

太陽を照らすのを忘れたら

夜を昼に変えるのを忘れたら

花を咲かすのを忘れ

小鳥や蜂たちを忘れたら

木々に新鮮な南風を吹かせるのを忘れ

雨を降らすのを忘れたら

子どもたちに遊び声を与えるのを忘れたら

そして、痛みを和らげるのを忘れたら

いったいこの世界は、

わたしたちは、どうなるのだろう

もし神が、たった一日でも忘れたとしたら

神さまは、たった一日も忘れずに、私たちに

いつも恵みを与え、祝福を与えていてください

ます。ですから、私たちは今日まで守られ、生き

てくることができたのです。私たちは一つ一つ

全部を覚えていることはできないとしても、神さ

まの祝福がなかったならば、今日の自分はな

いのだということだけは忘れないでいたいもの

です。そして、神さまに深い感謝をもって日々を

過ごしてまいりましょう。 2015年度教会目標 「心から進んで」
年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「彼らはそれを進んでささげるささげ物として【主】に持って来た」（出エジプト35:29）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）
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